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研究要旨 

出血性ショック脳症症候群（HSES）の早期診断における既存の診断基準の有用性の検討お

よび早期診断項目の策定を目的として、当院の症例の経過を時間軸に沿って解析した。既

存の Bacon らの診断基準の各項目に関して、初回血液検査と病歴のみで 9個を満たした症

例は 0例、7個を満たした症例は 1例(11%)であった。来院時の血液検査結果では正常とな

る項目も多くあったが、血液凝固異常は早期から検出されていた。【考察】既存の Bacon

の診断基準に照らすと来院時点で 1例を除き全 HSES 症例で疑診にすら当てはまらず、既存

の診断基準は早期診断に適さなかった。血液凝固異常は HSES の早期の診断に有用である可

能性が示唆された。 

Ａ．研究目的 
出血性ショック脳症症候群（HSES）は発熱、
ショック、下痢、播種性血管内凝固を呈する
急性脳症症候群である。発症後早期に不可逆
的な重度脳障害を来たし生命予後・神経学的
予後ともに不良のため、早期診断・治療法の
確立が急務である。既存の診断基準の発症後
早期における診断性能を検討した先行研究は
ない。早期診断における既存の診断基準の有
用性の検討および早期診断項目の策定を目的
として、診断基準に含まれる各項目がけいれ
ん後の時間軸に沿っていつ満たされたか解析
した。 
 
Ｂ．研究方法 
単一施設観察研究。2014-2023年の全脳症症
例から HSESを抽出し、診療録を用いて情報
を集積した。けいれん時を発症起点として診
断定義に当てはまった時間および診断基準の
各項目が満たされた時間を解析した。本研究
は国立成育医療研究センター倫理審査委員会
の承認を得ている。 
 
Ｃ．研究結果 
全急性脳症症例は 206例、うち 13例が
HSES、9例で時系列まで確認できた。予後は

9例すべて不良（8例が死亡、1例が寝たき
り）であった。Bacon らの診断基準（7項目
で疑診、9項目で確診）の各項目に関して、
初回血液検査と病歴のみで 9個を満たした症
例は 0例、7個を満たした症例は 1例(11%)で
あった。けいれんから 7項目を満たすまでの
時間は中央値 4時間（四分位範囲 3-11時
間）であった。最終的に 9例中 4例が 9個、
5例が 8個の基準を満たした。来院時の血液
検査結果では多くが正常となる項目もあった
が、血液凝固異常（プロトロンビン時間延
長）は早期から明らかだった。 
 
Ｄ．考察 
既存の Baconの診断基準に照らすと来院時点
で 1例を除き全 HSES 症例で疑診にすら当て
はまらず、この診断基準は早期診断に適さな
かった。血液凝固異常は HSESの早期の診断
に有用である可能性が示唆された。 
 
Ｅ．結論 

 今後これらの実臨床でのデータをもとにした
早期診断・治療に役立つ新たな HSES診断基
準の策定が必要である。 
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